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地球の水問題の課題と日本
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1．水問題の国際化

図表１
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図表２

［図表1］５大州における国際河川数と面積率
　　　（全面積に対する国際河川流域面積）

（出所）Aaron T. Wolf et al., "International River Basins of the World" WRD.vol.15, no.4, 1999

河川数（1999） 面積比（％）
アフリカ 60 62
アジア 53 39
ヨーロッパ 71 54
北アメリカ 39 35
南アメリカ 38 60
計 261 全陸地の45.3%
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2．気候変動とウォーター・ビジネスの重大化
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［図表2］水に関する重要国際会議
1977 国連水会議（マル・デル・プラタ、アルゼンチン）
1982 国連環境開発会議〔地球サミット〕（リオ・デ・ジャネイロ、ブラジル）
1996 WWC〔世界水会議、事務局マルセイユ〕設立

GWP〔地球の水パートナーシップ、事務局ストックホルム〕設立
1997 第１回世界水フォーラム（マラケシュ、モロッコ）

国際司法裁判所（ハーグ、オランダ）が初めて国際河川紛争（ドナウ
川開発に関するスロヴァキアとハンガリーの対立）に判決

2000 第２回世界水フォーラム（ハーグ、オランダ）
WCD〔世界ダム委員会〕が最終報告書をロンドンにて発表

2002 持続的開発のための世界サミット（リオ・サミットから10年）
2003 第３回世界水フォーラム（淀川・琵琶湖、日本）
2006 第４回世界水フォーラム（メキシコシティ、メキシコ）
2007 第１回アジア太平洋水サミット（別府、日本）
2009 第５回世界水フォーラム（イスタンブール、トルコ）

◒idm\>NQI¥ª  ;;;N KTINIT;;;TUNOUOR;kh



21世紀の地球の水問題
―「チーム水・日本」の貢献―

竹村公太郎
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21世紀の世界は水問題

温暖化による水の危機
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世界の水問題は日本の水問題

◒idm\>NQI¥ª  ;;;O KTINIT;;;TUNOUOR;kh



目に見える水での世界貢献
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チーム水・日本
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深刻化する世界の水不足

図表１
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図表２
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［図表2］水の世界消費量（km3、左目盛）と世界の人口（億人、右目盛）

（出所）国連資料

世界の水問題と広がる水関連ビジネス
柴田明夫
丸紅経済研究所所長

［図表1］地球上の水の総量

（出所）Nace, US Geological Survey, 1967 and The Hydologic Suevey 1984

水　源 水量（1000km3） 全水量に対する割合（%）

海水 1,321,000 97.24
万年氷および氷河 29,000 2.14
地下水 8,300 0.61
淡水湖 125 0.009
内陸海 104 0.008
土壌湿気 67 0.005
大気 13 0.001
河川水 1 0.0001

総量 1,359,000 100
利用可能水 8,426 0.62
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水環境の高度化に向けたビジネスの拡大

図表３
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急成長する２つの造水ビジネス

［図表3］水環境の高度化

水環境の高度化

治 水

利 水 環 境
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市町村合併による
歳出削減効果
―沖縄県を考察対象に―

和仁屋浩次
総合研究開発機構（NIRA）リサーチフェロー
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図表１

図表２ 図表３

合併による歳出削減効果の理論

モデルの定式化

地方自治体Aの人口

地方自治体Aの理論値aEAj

EAj＋Bj

EBj
b

c

地方自治体Bの理論値

地方自治体Cの理論値

Bの人口 Cの人口
人口規模

１人当たり歳出

［図表1］市町村合併による歳出削減の理論

出所：関西社研・東北開発「広域地方政府化とコミュニティの再生に関する研究」から作成

α β

分析結果
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行政運営の効率化へ向けて

●参考文献

［図表2］推定結果

（著者作成）

α β
t-値

決定係数R2
α β

議会費 -2.350 41.000 -14.1757 28.2013 0.9532
総務費 0.823 33.905 2.4520 11.5034 0.7723
民生費 4.077 6.081 21.6927 3.6888 0.2396
衛生費 － － － － －
（保健衛生費） -1.708 41.412 -4.9790 13.7607 0.8292
（清掃費） 1.401 11.907 3.0603 2.6085 0.2074
消防費 -1.000 36.008 -3.1197 11.3054 0.8255
教育費 1.971 21.307 6.3333 7.8020 0.6095

［図表3］市町村合併による歳出削減効果の推定

（著者作成）

合併前の理論値 合併後の理論値 歳出削減推定額 歳出削減率

議会費 5,846,648 4,870,258 976,390 16.6%
総務費 70,705,114 61,305,742 9,399,372 12.7%
民生費 140,388,540 137,443,864 2,944,676 1.8%
衛生費 － － － －
（保健衛生費） 11,650,770 9,681,203 1,969,567 15.5%
（清掃費） 15,937,296 15,322,898 614,398 3.8%
消防費 13,039,515 11,424,259 1,615,256 11.8%
教育費 68,885,593 63,477,562 5,408,031 7.8%
合計 326,453,476 303,525,786 22,927,690

（単位：千円）
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